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室町幕府の盛衰（後）  

 将軍義量病死[1425]→父義持が執政→後継者未定のまま没[1428]→兄弟の中から くじ引きで後継を決定 

 １1428．２正 長
しょうちょう

 の土一揆(徳政一揆)            債権・債務の破棄命令 

多数の土民(庶民)が蜂起 ３徳政令  の発布を要求する場合が多い 

       ４近江坂本の５馬借(運送業)が蜂起→畿内周辺の農民も参加→６幕府は徳政令を発布せず 

             → 一揆勢、京へ乱入 →７酒屋・土倉
どそう

・寺院を襲撃、証文を焼却（「８私徳政」） 

           ☆大和国９柳生
やぎゅう

郷の地蔵像に10徳政碑文  

  1429. 11播磨  の土一揆…守護12赤松氏の支配に反発 国人も参加 軍兵の退去を要求 
 

13義量   1429～41. 義持の弟 天台座主 (義円)→還俗 専制政治(｢万人恐怖｣)…守護大名の抑圧も強化 
 

   1438～39. 14永享  の乱…鎌倉公方15足利持氏が幕府に反抗→関東管領16上杉憲
のり

実
ざね

  が鎮圧 

   1440～41. 17結城
ゆうき

合戦…18結城氏
うじ

朝
とも

   ら東国勢が、持氏の遺児を擁立して挙兵→鎮圧 

   191441. 20嘉吉  の乱…21赤松満祐   による将軍暗殺 →満祐は22山名持豊らに討たれる 

       23嘉吉の徳政一揆(土一揆)…土民、組織的行動で京都を包囲 →24幕府、公式に徳政令発布 

 ☆「25代始めの徳政」への期待 

     

1442～43. 義教の子(９歳)  翌年病没 
   

 

 

 

 

 

作業 図表１４６ページを見て、 

鎌倉・堀越・古河の位置を示しなさい。 
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27義政   1449～73．義勝の弟  幼時は管領28畠山持国が補佐 建築に傾倒 徳政令多発、 

         ※正妻(御台所)29日野富子   …実権掌握 京都七口への関所設置など →社会の混乱 

     30享徳    の乱(1454～77)…新鎌倉公方 31足利成氏
しげうじ

(持氏の子)が関東管領上杉憲忠を殺害 

         →鎌倉公方の分裂…32古河  公方(下総)と34堀越  公方(伊豆) 

               [～1583] 初代33足利成氏
しげうじ

   [～1498]初代35足利政知(義政の兄) 

       関東管領も分裂→36山内
やまのうち

上杉氏・37扇 谷
おうぎがやつ

上杉氏 

  381467～77．39応仁・文明  の乱 原因 将軍の後継者争いと幕府の内部分裂 

   ＜東軍＞ 40義視  (義政の弟) 42細川勝元          44政長    46義敏
とし

 

---足利 -----------    --   ------------------------畠山   ----斯波    -- 

   ＜西軍＞ 41義尚  (義政の子) 43山名宗全   (持豊  ) 45義就    47義廉
かど

 

情勢・４４ヵ国２７万の兵が京都で戦闘 →さらに全国へ波及 ※大内正弘(周防)の参戦と撤退 

・翌年(1468)義視と義尚が東西入れ替わるなどの混乱、勝元・宗全の病死(1473) →泥沼化 

・48足軽  …軽装の歩兵・傭兵 放火・略奪など（「真如堂
しんにょどう

縁起絵巻」） 

    影響  ① 京都の荒廃、貴族の都落ち →49文化の地方普及 

② 荘園制の崩壊  →貴族の没落 

③ 幕府権威の失墜  …幕府の支配は京都周辺のみに 

④ 50下克上  の風潮…地方で守護代・国人の台頭   

☆各地で一国規模の一揆 

<例> 51山城の国一揆   [521485～93]  ←守護53畠山  氏の内紛 応仁の乱が波及 

       南山城の54国人・土民が結集→畠山両軍退去・寺社本所領還付・新関廃止を決議 

      →54８ 年間の自治  <例> 55月行事(三十六人衆)、国掟の制定、半済の実施 

      56加賀の一向一揆      [571488～1580]  ←守護58富樫  氏の内紛 応仁の乱が波及 

    ※59一向一揆…一向宗(浄土真宗)門徒の団結 

60近畿・東海・北陸中心 

      宗徒、61富樫政親
まさちか

(東軍)と結んで 

62幸千代
こ う ち よ

(西軍)を倒し、更に政親をも滅ぼす 

        →約63１００ 年間、門徒・坊主・国人による自治 

(｢64百姓の持ちたる国｣)  

→1580.信長軍(柴田勝家)により崩壊 

 

 

時代順問題練習 <大学入試センター2010年Ｂ本試験>   

Ⅰ③細川勝元と山名持豊の対立が，大きな戦乱に発展した。８代義政 

Ⅱ①周防国など６か国の守護を兼任していた大内義弘が，討たれた。４代義持 

Ⅲ②将軍による守護への弾圧に危機感を抱いた赤松満祐が，将軍を殺害した。８代義政 

⑧ 

東 
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